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セミナー「ボルネオの熱帯雨林を蝕むプランテー
ション開発」 

 

国立公園周辺地域における 

違法な農園開発 

熱帯林行動ネットワーク（JATAN） 

中司 喬之 

 中央カリマンタン州の概要（アブラヤシ農園開発） 

 

 国立公園の変遷 

 

 農園開発の違法性について 

 

 総括 

目次 

 中央カリマンタン州、西コタワリギン県 

タンジュン・プティン国立公園 

Google Earth 

 東南アジア最大の泥炭湿地 

 オランウータン最後の棲息地 

 1977年：ユネスコ生物圏保護区域 

 1984年：国立公園に制定（以前は鳥獣保護区：Suaka Margasatwa） 

 

 

 

タンジュン・プティン国立公園 

 中央カリマンタン州における農園
面積の増加率はインドネシア最大 

 西カリマンタン州における森林破
壊の75%、東カリマンタン州での
55%、中央カリマンタン州での38%

の原因がアブラヤシ農園開発
（GreenPeace） 

 インドネシア全体で約600万ha。中
央政府は2015年までにさらに400

万ha拡大予定 

中央カリマンタン州における 

アブラヤシ農園開発 
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国立公園境界の変更 

1996年、大臣決定687号 

 1996 - SK. Menhut 
N0.687/Kpts-
II/1996 
- 415,040ha 
 

 2011 - SK.Menhut 
No.292/Kpts-
II/2011 
- 408,288.59ha 
 

 2012 - SK.Menhut 
No.529/Menhut-
II/2012 
- 408,288.59ha 
 

 過去3回の変更 
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国立公園境界の変更 

2011年、大臣決定292号（提案） 

 コミュニティの主張す
る土地が国立公園か
ら除外される予定 

 

 パダン・スンビラン地
域では、2005年に地
方政府による農業開
発計画（P2R）による
農業、畜産業 

国立公園境界の変更 

2011年、大臣決定292号 

 実際にはパダ・スン
ビラン地域ではなく、
ブグルー森林地域
が対象 

 

 2005年に大規模な
森林火災が発生、国
立公園の植生回復
のために地域住民
が植林活動を実施 

 BGA社（Bumitama Gunajaya Agro） 

2012年、村周辺地域でアブラヤシ農
園開発を計画 

面積（予定）：約9,000ha 

 

アブラヤシ農園開発の現状 

 植生回復のために植
林された森林地域も
開発の対象に！ 

① 農園開発プロセスへの違反 

土地の申請（県知事） 推薦書の申請（州知事） 

立地許可 

環境影響評価の実施 

農園開発許可 

事業権の発行 

Procedure for land acquisition including parallel requirements for 
FPIC and HCV to allow future RSPO certification 

 環境影響評価（AMDAL）の不実施 

 事業権（HGU）の発行に先立つ操業の開始 

 大多数の企業が贈賄により不当に事業権を取得 

① 農園開発プロセスへの違反 

 立地許可（Izin Lokasi）の開発予定地と大臣決定529号をオーバーレイ 

 開発予定地域が国立公園地域と一部重複！ 

② 国立公園地域との重複 



2014/4/9 

3 

 原生林地域、泥炭地域での新たな開発許可
の発行を一時凍結（2011年5月～） 

 

 「原生林」と「泥炭地」が対象 

 

 既存のコンセッション、拡大予定地域は除外 

 

 対象となる森林の75%は既に保護されてい
る森林地域 

③ 保護されるべき泥炭地域との重複 

 2010年、NGOの協力で地図を作成、
地方政府により承認 

 

 BLP社に住民たちの土地を返還を求
めて抗議活動を実施 

 

 BGA社による農園開発計画後、さら
に問題は複雑に・・・ 

④ 近隣住民の慣習地との重複 

 オランウータン捜索活動により4体の死
体をこれまでに発見 

 

 2006年には少なくとも1,500匹のオラン
ウータンがBLP社の農園内で殺害
（C.O.P） 

⑤ 生態系への悪影響 

Tahun 2010 2011 2012 2013 2014 

Target 6.036 6.072 6.108 6.144 6.180 

Capaian 
TNTP 

6.006 6.839 6.875 - - 

Populasi Orang Utan TNTP 

殺害されたオランウータン、FNPF提供 

Balai Taman Nasional 

Tanjung Puting 

総括 

 保護されるべき国立公園、泥炭地域ですら開発の対象 

 

 各地で報告されている土地を巡る紛争などの事例は、違
法行為、杜撰な管理が原因 

 

 汚職撲滅委員会（Komisi Pemberantasan Korupsi）によ
る盛んな活動の裏で、いまだに違法なプランテーション開
発が横行 

情報提供、参考文献 

 FNPF（Friends of the National Parks Foundation） 
 ウータン・森と生活を考える会 

 WALHI Indonesia, WALHI Kalimantan Tengah 

 Oil Palm, Biodiversity and Indonesian Law 

 Conditions Required by the Private Sector for Oil Palm 
Expansion on Degraded Land in Indonesia (Thomas Fairhurst, 
Moray McLeish and Rauf Prasodjo) 

 Legal and Policy Barriers for Biodeversity Conservation Within 
Oil Palm Plantations (Suer Suryadi) 

 Sejalah Tata Batas Taman Nasional Tanjung Puting 1936 – 2012 
(Balai Taman Nasional Tanjung Puting) 

 Pengelolaan Ekosistem Gambut Taman Nasional Tanjung 
Putting (Balai Taman Nasional Tanjung Puting) 

 

ご清聴ありがとうございました。 

Terimakasih atas perhatiannya 


